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沖縄県立農業大学校の教育方針

野菜専攻（園芸課程）

果樹専攻（園芸課程）

肉用牛専攻（畜産課程）

「沖縄県農林水産業振興計画」に基づき、次代の
農業を担う経営感覚に優れた青年農業者等新た
な担い手を育成するとともに、地域の農業振興を
先導する実践的リーダーを養成します。
このため、農林水産省、県農林水産部、琉球大
学、JA、県内外農家、学校、指導農業士等との連
携を図りながら、理論と実践を有機的に結合した
実践的な研修教育を行います。

花き専攻（園芸課程）

〇１人１ハウスを担当、野菜経営を実践。
〇安全、安心な野菜栽培を実践します。
〇種まきから収穫・販売までを学び、生産技
   術と経営管理能力の習得を目指します。

〇１人１ハウスを担当、花き経営を実践。
〇切り花、切り葉の栽培管理を実践します。
〇新規作物導入に関する基礎的な研究、
 花き類の種苗生産技術及び経営管理
能力の習得を目指します。

〇数人で複数ハウスを担当。
〇熱帯、亜熱帯果樹類の栽培と出荷、
販売を実践します。
○実習や農家視察等を通して基本的な
果樹栽培の知識や技術、経営管理能力
の習得を目指します。

〇１人５頭（子牛含む）を担当。
〇肉用牛の飼料作物の生産技術や貯蔵飼
   料の調整等を学び、併せて家畜繁殖、人
工授精などの技術習得や経営管理能力
の習得を目指します。

【主な科目（一部）】
〇経営コンサルティング 〇農業政策 〇農業機械実技
〇流通とマーケティング 〇植物生理 〇土壌・肥料演習
〇病害虫・防除演習 〇花卉栽培1・Ⅱ 〇プロジェクト1・Ⅱ

【主な科目（一部）】
〇経営コンサルティング 〇農業政策 〇農業機械実技
〇流通とマーケティング 〇植物生理 〇土壌・肥料演習
〇病害虫・防除演習 〇野菜栽培1・Ⅱ 〇プロジェクト1・Ⅱ

【主な科目（一部）】
〇経営コンサルティング 〇農業政策 〇農業機械実技
〇流通とマーケティング 〇植物生理 〇土壌・肥料演習
〇病害虫・防除演習 〇果樹栽培1・Ⅱ 〇プロジェクト1・Ⅱ

【主な科目（一部）】
〇経営コンサルティング 〇農業政策 〇農業機械実技
〇家畜栄養 〇家畜育種 〇家畜繁殖 〇飼料作物
〇家畜衛生 〇草地管理 〇プロジェクト1・Ⅱ



とある農大１年生の１日（平日）

その他、自治活動、農大祭、九州農業大学校体育大会、
地域活動、エイサー活動など課外活動があります。

沖縄県立農業大学校の特色・魅力

課程・専攻・定員 資格取得

※１ 短期養成科は、社会人経験者が受験対象となります
※２ 入学時の年齢は、概ね60歳までとなります

時 限 時 間 授 業 内 容

早朝実習 7:45～8:30 飼養管理

１時限目 8:50～9:45 飼養管理

２時限目 9:55～10:50 家畜繁殖

３時限目 11:00～11:55 家畜繁殖

昼食休み 11:55～13:00 食堂で昼食

４時限目 13:00～13:55 プロジェクトⅠ

５時限目 14:05～15:00 情報処理Ⅰ

６時限目 15:10～16:05 専攻実習（農場管理）
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令和５年度卒業生の声

【農業関連】
大型特殊自動車運転免許(農耕用)
※自動車運転練習場完備
けん引免許(農耕用) 農業機械士
フォークリフト運転技能講習
ガス溶接技能者資格 アーク溶接特別教育
農業技術検定(2級・3級) 毒物劇物取扱責任者
【畜産関連】
家畜人工授精師 家畜商

学 科 本 科 短期養成科※１

研修期間 ２年 １年

園芸課程 野菜専攻・花き専攻・果樹専攻

畜産課程 肉用牛専攻

入学定員※２ ３０名
（１学年あたり）

１０名

短期養成科第17期生 肉用牛専攻 山 勇一（就農・奄美）
実家の肉用牛繁殖農家を継ぐにあたり、知識・技術不足を感じ、農大

へ入学しました。農大では、肉用牛の飼養・繁殖管理、草地管理、牛舎
修繕、農業機械の操作、メンテナンスなど肉用牛繁殖農家として必要と
なる多くのことを学びました。さらに、簿記や農薬、肥料のことなど農
業全般における基礎を併せて学ぶことができました。これらの経験を生
かし、地元の肉用牛生産、農業全体を盛り上げ、地域に貢献できるよう
に頑張ります。

本科第44期生 果樹専攻 大湾喜史（自営就農）
社会人生活を経て、農業を志す際、必ず経験すべきと言われたのが

農業大学校でした。農大では知識や技術の習得だけでなく、多くの同
じ目標を持った仲間とも出会い、新たな考え方も発見することができ
ました。また、農業の厳しさも十分に実感することができました。こ
れらの経験を活かし、仲間や地域と協力して、自らが目指す「農業」
を営んでいくつもりです。 

本科第44期生 野菜専攻 中根みすず（海外派遣研修・アメリカ）
私は非農家出身で久米島高校園芸科を卒業後、農業関係の会社に就

職しました。そこで働く中で自分の知識不足に気づいたこと、そして
職場の方の後押しで農大に進学しました。農大では栽培管理や資格取
得を通して、農業の基礎を学びました。また、農大の仲間や先生方、
地域で活躍する農家さんとの関わりの中で、自分の目標を持つことが
出来ました。さらに、卒業後はアメリカでの農業研修に参加し、さら
に自分自身を磨いていきます。

短期養成科第17期生 野菜専攻 多和田真淳（就農・宜野湾市）
私は第2の人生のスタートとして農大を選択しました。シニアで非

農家の私は農大卒業時点における「なりたい自分」をイメージして目
標を立て、その目標の一つに「農業×社会貢献のカタチを描く」を掲
げ取組みました。能動的に学内外問わず多くの方々と出会い、学び、
助けられ、学校で学んだ土壌肥料概論なども参考にして「持続可能な
シニア向け就農支援の仕組み」を描くことができました。
卒業後は描いた仕組みの実現に向けて取組みます。

１農業経営プロジェクト学習
①将来の営農計画に基づく研究テーマの設定
②農業経営上の諸課題を解決する実践的・自主的活動

２先進農業者等体験学習・県内外派遣研修
①先進農家の農業経営の手法を習得
②多様な農業を実践的に学び、自身の諸課題に気づき、解決に向かう

３専門家・研究者・先進農家から学ぶ
①農業技術、関係法令、簿記、６次産業化、HACCP・GAPなどを学ぶ
②農業知識・技術に関するネットワーク構築ができる

４就農までの手厚いサポート
①個々の状況に合わせ、資金・農地取得・収支計画など就農サポート
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沖縄県立農業大学校

【お車の場合】
沖縄自動車道那覇ICより約５５分（宜野座ICより約１５分）
那覇空港より沖縄自動車道を利用して約７５分

【バスの場合】
沖縄バス７７番名護東線（名護バスターミナル行）
那覇バスターミナルより潟原（かたばる）バス停まで約130分
最寄りバス停沖縄バス潟原（かたばる）バス停から徒歩15分

地図を表示する
（外部リンク：Googleマップ）

【住所】
〒904-1301 宜野座村字松田2982-24

※ 沖縄県立農業大学校まで
※ 直接アクセスできる公共交通機関はありません

【入学・出願に関するお問い合わせ（教務部）】
TEL：098-923-2077 FAX：098-923-2088
✉ ： xx045110@pref.okinawa.lg.jp

令和７年度入学生入試日程 ※受験料は無料です。

授業料・諸経費 ※令和６年度

内 容 推 薦・特 別 推 薦 一 般 入 試 A 日 程
一 般 入 試 B 日 程
※定員に空きがあれば実施

出願期間
令和6年9月2日（月）

～9月30日（月）
令和6年11月1日（金）

～11月29日（金）
令和7年1月6日（月）

～1月31日（金）

試 験 日 令和6年10月10日（木） 令和6年12月12日（木） 令和7年2月12日（水）

合格発表 令和6年10月18日（金） 令和6年12月20日（金） 令和7年2月19日（水）

試験科目 小論・面接 小論・数学・面接 小論・面接

試験会場
第１会場 沖縄県立農業大学校（宜野座村） ※県外在住の方は、第１会場での受験
第２会場 宮古農林水産振興センター（宮古島市）
第３会場 八重山農林水産振興センター（石垣市）

卒業後の進路 ※過去５年間実績

就 農
◎自営就農多数
◎農業生産法人多数

研 修
海外派遣農業研修
（アメリカ・オランダ・ドイツ他）

J A
JAおきなわ
※推薦枠あり

公務員
県立農業系高校実習助手
県立農業大学校実習助手
市町村役場

企 業

東南植物楽園
(株)熱帯植物管理
(株)沖縄協同青果
(株)くみき (株)琉球肥料 他多数

内容
本科１年・短期 本科２年

入寮生   通学生 入寮生 通学生

入学金 無料 ー ー

授業料※１ 約９万 約９万

校納金※２ 約40万 約18万 約37万 約18万

教科書代 約２．７万 ー

実習服等 約2.5万 ー

合計 約54.2万 約３２.2万 約４6万 約27万

※２ 校納金には、寮費（平日食事代・光熱費・Wi-Fi使用料）や
教材（道具）費、自治会費などが含まれています。

※１ 資格取得の費用が別途かかります。

※３ 就農が決まっている方には、沖縄県の給付型就農準備金
が月に約１２万円支給されます。入学後に説明会あります。
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